
着任のごあいさつ

初めまして、この度、４月１日付けで日新中学校 教頭から小田南中

学校 校長に着任しました横井哲男（よこい てつお）といいます。よ

ろしくお願いします。前任の平垣新一先生の実績を引き継ぎ、よりよい

小田南中学校の創造に努めてまいりますので、ご協力よろしくお願いし

ます。

入学式挙行

４月９日は、市内一斉で、中学校の入学式が挙行されました。本校、小田南中学校でも春爛漫の中、行

いました。入学した生徒は、１３２名で、新入生呼名の時でも、しっかりとした返事をしてくれました。

素晴らしい、中学校生活を送ってもらうと共に、素晴らしい学年といわれるよう努力して欲しいです。

４月１０日は１年生と２，３年生が対面式で初めて出会いました。１年生は、少し緊張した面持ちで

したが、先生方の紹介の時はリラックスしていました。今後は、１年生は、わからないところは教えて

もらい、また、２，３年生も色々なことを教えてやってください。よろしくお願いします。

本校の沿革は

昭和２２．４．１ 尼崎市立小田中学校創立 昭和３７．４．１ 体育館落成

昭和２４．４．１ 尼崎市立小田北中学校を分離し 昭和４１．４．１ プール新設

尼崎市立小田南中学校と改称する。 昭和５９．３．１５ 格技室新

昭和３３．４．１ 尼崎市立若草中学校を分離する。 平成８．１１．２ 創立５０周年記念式典挙行

平成２６年度 教育目標、教育方針は

教育目標 明るい社会をつくりだす、心豊かなたくましい生徒を育成する。

教育方針 ・自立し、支え合いながら生きる自覚を醸成する。

・自ら学ぶ意欲を育成する。

【教育目標・教育方針設定理由】

社会環境の激変の中で、「人と人とのつながり」が徐々に薄れて来つつある今日この頃ですが、人と人

とのつながりを大切にするということは、お互いを思いやり、助け合うということです。つまり、心が

豊かな人であるということです。そのためには、からだも丈夫でないと強い心も宿りません。そのよう
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な心身共に健康な人は、人と人とのつながりも大切にでき、明るい社会を創造できる人です。

社会に出たら、自分一人で色々と行っていかなければならないことがたくさんあります。つまり、自

立するということですね。しかし、困難な状況ができた時には、お互いが支え合うことも必要です。つ

まり、人と人とのつながりを大切にするということです。

また、学校で学習している以上は、学力向上は考えていかなければなりません。そのためには、学習

しようと思う気持ちをもち、家庭学習などの習慣を付けていかなければならないのです。

去られた先生、来られた先生

平成２５年度をもって、小田南中を去られた方々、ご苦労様でした。皆様が行ってこられたことを今

後引き継いでいきます。また、新しく来られた方々は、早く慣れて、よりよい学校にして欲しいと思い

ます。

４月の予定
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平垣 新一校長先生（退職） 吾妻 兼次先生（園田中へ）
ひらがき しんいち あ づ ま け ん じ

宗安 由佳子先生（退職） 大西 四朗さん （校務員：市尼崎工高へ）
むねやす ゆ か こ おおにし し ろう

能登 淳先生（退職） 四十物 雅子さん（事務：成良中へ）
の と あつし あ い も の ま さ こ

井上 くみえ先生（園田中へ）
いのうえ

横井 哲男校長（日新中教頭より） 許 堅先生（多文化共生サポーター）
よ こ い て つ お きょ けん

清長 幸治先生（園田中学校より） 溝口 修嗣先生 （初任者研非常勤）
きよなが こ う じ みぞぐち しゅうじ

森山 多生先生（新採用） 坂本 智華子先生（初任者研非常勤）
もりやま た き さかもと ち か こ

山田 華芳先生（新採用） 上之園由香里先生（心の教育特別支援員）
や ま だ はな か うえのその ゆ か り

澤本 好美さん（校務員：上坂部小学校より）
さわもと よ し み

お世話になりました

お世話になります


